
 

 

 

 

 

 

 

 

11月 1日（金）に文化祭を開催しました。この本番に向

けて、各クラスでは、生徒を中心に、担任の先生とよりよい

合唱を追求していました。当日まで紆余曲折があったとは

思いますが、精いっぱい取り組むことができたようです。 

さて、文化祭では合唱や部活動の舞台発表、各教科の

素晴らしい作品展示など、生徒たちがこれまでがんばって

きた成果を発表するよい機会となりました。特に合唱コン

クールでは、各クラスの心のこもった素晴らしい合唱を聞

くことができ、審査に大変悩みました。それくらいどのクラスの合唱もよく仕上がっていたと

思います。今回の行事から、あらためて生徒が持っている壮大な力を感じることができまし

た。生徒や教職員、学校にとって大変有意義な 1日となりました。 

文化祭当日は、たくさんの保護者や来賓・地域の方々をお迎えし、ご見学いただいたこと

で、大変生徒たちの励みとなりました。来校いただいた皆さま、ありがとうございました。 

 

 

１０月３０日（木）に戦没者追悼平和祈念式典が行われま

した。本校から、黒川遥香さんとバンダーラ寧韻さんが出

席しました。修学旅行で訪れた広島での体験や社会科の

授業等で学んだことから、この先自分に何ができ、どう行

動していけばいいのかなどを、各々の生徒の言葉で、気持

ちを込めて発表しました。大変立派であったと思います。 

一部ですが、それぞれの内容を掲載します。 

 

私を変えてくれたのは、今年五月に行われた修学旅行の平和学習です。（中略）私は社会を変えるような、

すぐに本当の平和を実現してしまえるような力を、今は持っていません。ですがそこで、自分の無力さを理由

に、平和の実現と自分を切り離し「他人事として生きていくこと」が、一番よくないことだと私は知っています。

私はちっぽけな一人の人間として、またこれからを生きていく一人の人間として、平和な世界を創る担い手に

なりたい。そして今の「当たり前」に感謝するとともに、過去の悲惨な出来事が風化してしまわないよう、それ

を発信できる人間でありたいと強く思います。  

「これからを生きる一人の人間として」 黒川遥香 
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お話を聞かせていただいた中で、共通して皆さんがおっしゃっていたのは「欲を出したり、自分たちだけの

利益を追い求めたりすれば限りがない」ということでした。思いやりの心で、温かい灯火を分け合うようにみ

んなで幸せになれたら……そう願わずにはいられませんでした。 

私は戦争を体験していません。だからこそ、日本にもそういう時代があったこと、その過去が今にも大きく

影響していることを深く知っていたいと思うのです。（中略）そしてこの先、自分には何ができるのか問い続け

ていきたい。平和を願ってたくさんの人たちが伝え紡いできてくれたもの、残してくれた言葉、想いを繋いで

いきたいと強く思います。この世界中にある悲しみの連鎖が断ち切られ、笑顔の連鎖に変わってほしい……

その気持ちでいっぱいです。今ある私たちの平穏な暮らしが過去に散っていった数多くの犠牲の上に成り立

っているということを私は忘れません。その時代を全力で生き抜いた方々に尊敬と感謝を込めて。 

「命の記憶」  バンダーラ寧韻 

１  

あ 1０月２９日(火)に四日市市中央緑地

で、三泗地区の駅伝大会が開催されまし

た。この日のために選手たちは、朝と放課

後の練習に加え、休日の試走と努力を積

み重ねてきました。駅伝は一人の力では

なく、チームの力が必要な競技です。選

手たちは、常に声を掛け合い、励ましながら練習をがんばってきました。そして、迎えた当

日、少しひんやりする気温の中、選手たちは持てる力を充分出しきりました。結果は、女子

が 8位、男子が 6位でした。男子が入賞し、県大会に出場することができました。朝早くか

ら子どもたちを送り出していただいたり、時には励まし、優しく見守っていただいた保護者

の皆様、ありがとうございました。                                   

※県駅伝大会 11月 17日（日） 伊勢県営陸上競技場 １１時スタート予定 

 

卓球女子 団体 優勝  個人 ベスト 4（富士谷）  バレーボール男子 ３位 

ソフトテニス 団体 ３位  テニス ダブルス 優勝(小野・宗) 

 

11月３日（日）に町の文化祭が開かれ、ブラスバンド部が

演奏を披露しました。大変たくさんの方たちが来場される中、

「Sing Sing Sing」や「学園天国」などの曲を演奏しました。

やはり生の音は迫力があり、会場の皆さまも手拍子やリズム

を取りながら、楽しんで聞いていただきました。その後、朝日

町町制施行７０周年記念ASAHI WAKUWAKU オータ

ムフェス!では、ファンファーレも行い、秋の空に楽器の音色が響き渡りました。放課後や休

日も含めて、よく練習に励んだ結果が、この会場が一体となった素晴らしい演奏につながっ

たと思います。みなさん、よくがんばりましたね！ 

 

 


